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菜の花咲いて
（中野地内）

篠
塚
の
長
柄
神
社

　
長
柄
神
社
と
長
良
神
社
は
ど
ち
ら
も
、
な
が

ら
神
社
と
呼
び
ま
す
。

　
篠
塚
に
は
古
く
か
ら
鎮
守
の
神
様
が
祭
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
大
昔
、
こ
こ
に
住
ん
で
い

た
長
柄
一
族
の
大
も
と
の
先
祖
は
大お

お
く
に
ぬ
し

国
主
命
の

子
の
事こ

と
し
ろ
ぬ
し

代
主
系
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
辺
に
勢
力
の
あ
っ
た
長
柄

一
族
が
住
ん
で
い
た
の
で
長
柄
郷
と
称
し
た
よ

う
で
す
。

　
そ
の
一
族
が
始
め
に
、
奈
良
時
代
か
ら
自
分

た
ち
の
先
祖
に
あ
た
る
事
代
主
神
を
長
柄
神
社

に
祭
神
と
し
て
お
祭
り
し
て
き
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
隣
の
狸
塚
に
は
事
代
主
神
の
父
親
・
大

己
貴
神
（
お
お
な
む
ち
の
か
み
）
＝
大
国
主
命

を
祭
神
と
す
る
貴き

の
み
や宮
神
社
が
あ
り
ま
す
。
貴
は

「
む
ち
」
と
も
読
み
ま
す
。

　
さ
て
時
は
移
り
、
時
代
が
変
っ
て
平
安
時
代

に
な
る
と
、
藤
原
氏
が
勢
力
を
延
ば
し
て
き
ま

し
た
。
や
が
て
赤
井
氏
が
瀬
戸
井（
千
代
田
町
）

に
、
藤
原
氏
の
守
り
神
で
あ
る
奈
良
春
日
大
社

の
末
社
に
祭
ら
れ
た
藤
原
長
良
公
の
長
良
神
社

を
、
清
和
天
皇
の
貞
観
11
年
丑
年
（
８
６
９
）

９
月
に
勧
請
し
て
佐
貫
の
庄
の
総
鎮
守
に
し
た

そ
う
で
す
。

　
時
の
勢
力
者
が
瀬
戸
井
に
、な
が
ら
（
長
良
）

神
社
を
お
祭
り
し
た
の
に
、
こ
ち
ら
篠
塚
で
、

な
が
ら
（
長
柄
）
神
社
を
祭
り
、
平
気
で
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
12
年
後
の
元
慶
５
年
丑
年

（
８
８
１
）、
篠
塚
で
も
長
良
公
を
祭
神
と
し
て

勧
請
し
合ご

う
し祀
し
た
そ
う
で
す
。

　
邑
楽
郡
と
そ
の
近
隣
に
祭
ら
れ
て
い
る
、
な

が
ら
神
社
は
篠
塚
の
長
柄
神
社
系
と
、
瀬
戸
井

の
長
良
神
社
系
が
あ
る
こ
と
は
こ
れ
が
た
め
で

す
。
ち
な
み
に
、
邑
楽
郡
で
長
柄
と
書
く
神
社

は
篠
塚
を
始
め
、板
倉
町
の
細
谷
・
離
・
下
五
箇
・

飯
野
・
板
倉
・
岩
田
・
籾
谷
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

　
元
弘
３
年
（
１
３
３
３
）
５
月
、
篠
塚
城
主

斉
藤
伊
賀
守
重
広
が
新
田
義
貞
に
応
じ
て
鎌

倉
攻
め
の
参
陣
の
と
き
、
こ
の
社
頭
に
武
運

長
久
を
祈
願
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
の
篠

塚
の
長
柄
神
社
の
本
殿
な
ど
は
、
安
永
８
年

（
１
７
７
９
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
本
殿

に
は
見
事
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内

は
、
も
と
２
町
３
反
５
畝
（
２
万
３
３
０
５
㎡

余
）
の
広
さ
で
先
の
戦
争
の
終
戦
ま
で
長
柄
の

森
と
い
わ
れ
、
杉
の
大
木
が
う
っ
そ
う
と
し
て

い
て
森
厳
な
聖
域
で
し
た
。
今
、
樹
齢
４
０
０

年
と
い
う
桜
（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
）
の
名
木
が
昔
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

〈
第
四
十
七
回
〉

Photo広報担当者

あすへひとこと

若い人たちに語り継ぎたい、
次の世代に残しておきたい。
貴重な話をお届けします―。

邑楽町の昔ばなし
いつの時代までも残したい

【発行】邑楽町老人クラブ連合会　【編集】あすへひとこと編集委員会
平成 10年 12 月 31 日発行「高齢者の語り（第六集）あすへひとこと」より

この広報誌は、自然保護のため 
植物油インキを使用しています。

毎年、３月下旬から４月上旬に桜が見頃になる長柄神社。樹齢400年
のエドヒガンもあります（写真は昨年の様子：原田隆雄さん撮影）

この広報誌は、東日本大震災で被災した三菱
製紙のニューVマット紙を使用しています。

▶先月の中学校卒業式では、中学生と父母のかたがたのパワーに圧
倒…。だけど、カメラを向ければ皆フレッシュな笑顔をくれて楽しい
取材に。また、ある子に「師匠」などと言われ弟子まで出来てしまい、
私の方が良い思い出に。今年度も私の師匠『なんちゃってカメラマン
（⇒深澤）』と協力して頑張ります。ちなみに私は和樹です。（本澤）
▶桜は一時しか咲かないのに、 一生消えない思い出を作ってくれたり
する不思議な花です。数ある取材もそれに似ているように思います。
さて、新年度がスタートです。広報おうらは変わらず町民の皆さんの
笑顔を追いかけ、町の〝今〝を形にします。そのためにも『笑顔の伝道
師（⇒本澤）』と協力して頑張ります。ちなみに私は大樹です。（深澤）


